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P230a すばる望遠鏡 IRCSによるAB Aurの原始惑星系円盤に対する水氷観測
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すばる望遠鏡に搭載されている赤外線撮像分光装置 IRCSは、2018年より補償光学と組み合わせて 3～5umの
波長帯までカバーできる高空間偏光観測機能を共同利用に供している (Terada et al. 2018)。8mクラスの望遠鏡
において、この波長帯で偏光機能まで持つ装置は他に無く、新しいパラメータスペースとなっている。特に 3μ
m帯には 水氷の固体物質の吸収バンドが存在し、原始惑星系円盤などの散乱 (偏光)スペクトルの空間分布を探
るサイエンスが期待できる。
我々はこの 3μm帯を含む赤外線偏光撮像モードを使用し、約 0.1秒角の空間分解能でハービックAe型星AB

Aurの原始惑星系円盤に対する水氷観測を行った。近赤外線偏光撮像装置HiCIAOのアーカイブデータも加えた
計 6色の多色偏光撮像と、RADMC-3D(Dullemond et al. 2012)を用いた輻射輸送計算に基づくモデル予測と比
較した結果、円盤表層は水氷が 5％以下と少なく、粒径 0.03～2umで 8割の空隙率を持つダスト形状であること
がわかった。本講演では、観測と理論を組み合わせた詳細な結果を報告する。


